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研究成果の概要（和文）：1970 年代には、日本外交に大きな影響を与えることとなった｢国際金

融制度の変容｣、「石油危機など資源問題の台頭」、「ソ連の脅威の拡大＝冷戦のグローバル化」、

「中国の国際社会への参入」の四つの｢グローバル・ショック｣が発生し、とりわけ石油危機と

ソ連の脅威の増大が、その後の日本に大きな影響を与えたことがわかった。つまり、経済的に

は先進国間協調へ、安全保障面からは一層の対米関係強化へと向かっていくこととなった。 

 

研究成果の概要（英文）：This research shows that four "Global Shocks" has become a major 
impact on Japanese foreign policy in the 1970s; “Transformation of the international 
financial system", "resource issues such as the oil crisis," "globalization of the Cold 
War : expansion of the threat of Soviet Union," and "China's entry into the international 
community." In particular, the oil crisis and increased threat of the Soviet Union had 
a significant impact later in Japan.This research concludes that, economically Japan was 
headed for cooperation between developed countries, and in terms of national security 
she was going towards a further strengthening of relations with the U.S. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）1980 年代後半以降顕著となり、今日
のアジア太平洋地域で生じる現象を特徴付
ける言葉となったグローバリゼーションと
いう視点から、1970年代に生じた政治経済上
の出来事をとらえ直し、日本の対応を再評価
することを試みた。日本によるグローバルな
問題への対応の原型を析出することで、現在

の対応の本質と限界、課題を明らかにする必
要性を感じていた。 
（2）そこで、1970 年代でしばしば取り上

げられる国際システムを変容させた主要な
事項を、日本外交の取組という視角から取り
上げることとした。その主要事項とは以下の
通りであった。 
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②米中接近以後の中国の西側社会との連
携強化 
③アジア NIEｓ諸国の経済成長 
④グローバリゼーションの進展による国
民国家への意識の変容 
⑤二度の石油ショックと総合安全保障論
の台頭 
⑥地球環境問題への意識の変化 
 

２．研究の目的 

  1970 年代のアジア太平洋地域において、
今日「グローバル化」と呼ばれるようなさま
ざまな事態が生じていた。すなわち経済的相
互依存の増大、資本移動の活発化、中国の国
際社会への編入、冷戦のグローバル化、ソ連
の脅威の増大といったものである。その中で
経済大国化を果たした日本は、そのリソース
を外交的に用いることで、どのようなアジア
太平洋秩序形成にかかわる外交を行ったの
であろうか、また、どれだけの影響力を持ち
えたのであろうか、そして、日本が目指して
いたアジア太平洋秩序とはいかなるもので、
その実現の度合いはどの程度であったのか。
以上の諸点を明らかにすることがこの研究
の目的であった。 

 

３．研究の方法 

 近年、米日英諸国で公開が進んできた外交
文書を積極的に利用し、さらにインタヴュー
を通じて資料の不足を補うことで、当時の政
府当局者の考え、さらには欧米・アジア各国
政府とのやり取りを、厳密に資料に基づいて
明らかにすること。その上で、日本のみなら
ず、アメリカほかの諸国からの視点を取り入
れることで、バランスの取れた歴史像の構築
を目指すこと。 
 
４．研究成果 
 （１）この 3年間の研究によって、当初の
研究の背景から想定していたものとは異な
り、1970年代に生じた「四つのグローバル・
ショック」が、その後の日本外交に大きな影
響を与えたことが明らかとなった。その四つ
の｢ショック｣とは、以下の通りであった。 
①国際金融制度の変容以降に激化した国際

的不均衡 
②石油危機に見られる資源エネルギー問題

の先鋭化と産油国を中心とする途上国の
発言力の増大 

③中国の国際社会への参入 
④ソ連の脅威のグローバル化 
 一方で、国民国家意識の変化、環境問題の
台頭などは、日本外交にほとんど影響を与え
ていないことが明らかとなった。 
（２）こうした研究成果によって、当初掲げ
ていた問題の中心であったアジア太平洋秩
序への日本外交のかかわりは、それ程特筆す

べきものがないことも判明した。 
 つまり、この時期の日本外交は、資源・金
融問題への取り組み、ソ連の脅威のグローバ
ル化への対応という形で、グローバルな志向
を強めたため、リージョナルな関心事である
アジア太平洋における秩序形成というテー
マには次第に消極的となっていったのであ
る。とりわけ、1970年代末のソ連の脅威の増
大と、日米経済摩擦の増大が、日本の対米協
調志向を著しく強めていったことが指摘で
きた。こうした知見は、この間の論文、発表
において十分に明らかにされたと思われる。 
 （３）これまで、1970年代末以降の日本は、
「福田ドクトリン」を提示した直後だけに、
何らかの新しいアジアへのアプローチを展
開させたのではと一般に思われていたが、実
際はその後の日本外交においてはグローバ
ル志向が極めて強くなっていったことが理
解できた。したがって、今後は、「リージョ
ナルからグローバルへ」という流れを決定づ
けた日本外交のターニング・ポイントが何で
あったのかを、1978・79年に焦点を絞り厳密
に跡付けていきたい。現在のところ、ソ連の
INF 配備問題と、国際経済問題における日米
間の政策対立の重要性を想定している。 
 このように日本外交のグローバルな側面
を明らかにした上で、再び、当初の関心であ
った、日本のアジア太平洋秩序構想、それへ
のかかわりの態様、結果に対する影響度につ
いて考察していくこととしたい。 
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